
体験を通して学ぶボランティア講座・修了式 

日 時：2014 年１月 21 日（火）13:30～16:00 
場 所：志津コミュニティセンター 大会議室 
参加者：35 名 

 

 昨年の５月に開講式を行い、それから回を重ね、第９回の修了式を迎えました。 

 今回は、「ボランティアあれこれの“茶ベリ場”」と称し、参加者の皆さんが自由に語りあいま

した。行っているボランティア活動内容やボランティア始めたきっかけ、ボランティアをしてい

て思うこと、どんなことに気をつけているか･･･などなど、様々な気持ちを聞くことできました。 

 そして壁に貼った 3 本の“ボランティアの木もち”（やる木、夢の木、私のホントの木もち）の木に参

加者が思い思いに切った色画用紙（花びらやはっぱ）に自分の思いを書いいただき、木に貼りつけました。 

 “このボランティア講座の体験を通して、新しい出会いと新しい気づきが得られたこと”を証

した「修了証」をこの 3 本の木の前で交付し、その記念に笑顔の集合写真を撮りました。 

 

 
（写真を入れて編集して下さい。） 
 
  
  
  
 
 
 

✦３本のボランティアの木もち✦ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

 

＊井戸ばたかいぎができる町に!! 
＊家族と自分が健康でボランティアができます様 
＊笑顔とわらい声のあふれる街に 
＊子どもたちが笑顔になるような活動がしたい。

(一生懸命な)子どもたちの笑顔が社会を元気
にするような活動をしたい 

＊今日の幕開けをたのしむ生活 
＊弱者が住みやすい街 

 

＊時間があれば !!やりたいことはいっぱい。
でも、時間は作らなきゃ!! 

＊ありがとうの声を求めて 
＊寄り添う心 
＊手話でもっと話す 
＊歩けるまで出かけたい 
＊車椅子溜りにぎわいぬ  
介護タクシーも市民権を得て 

＊誰とでもコミュニケーションとれる様になるぞ！ 
＊カラフルで美味しいお弁当を作ります！ 
＊みんなの力 一人の力 
＊かけはし・えがおになれる町 
＊やる気は体の続く限り、気持ちだけで体が付いて
いかない 

＊朝めざめた時から“やるぞ！”の思い 
＊日々の生活のはり合いに 

 

＊グループの高齢化。もっと若い人の手が
欲しい!! 

＊個人ボラを推進 !!現実は地区社協、まち
協等の団体活動が主体となっている 

＊毎日を大切にできることを続けよう！ 
＊若い仲間集まって欲しい 
＊ご近所さんを大切に！ 
＊体力つけないといけないなぁ… 

体験を通して学ぶボランティア講座第９回報告 


